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「高齢者が健康で安心して生活できる地域共生社会の実現」のための政策提言書 

 

１． はじめに 
 

超高齢社会が現実のものとなりつつある今、知立市においても高齢者の単身世帯の増加、介

護人材の不足、生活インフラの課題など、従来の枠組みでは対応しきれない複雑で多様な課題

が顕在化している。これらの課題は、決して個人や家庭だけでは解決できず、地域全体で支え

合う「地域共生社会」の構築が急務となっている。 

本市ではこれまでも高齢者福祉に取り組んできたが、課題の質や規模の変化に対応するため

には、さらに一歩踏み込んだ施策が求められている。市民福祉委員会では、東京都豊島区およ

び武蔵野市の先進事例を参考にしながら、知立市の実情を踏まえ、「高齢者が健康で安心して

生活できる地域共生社会の実現」に向けて、四つの柱からなる政策提言を取りまとめた。 

これは単なる制度の改善提案ではなく、「人生 100年時代」を生きるすべての市民にとっ

て、自分らしく最期まで暮らせるまちづくりを進める上で、極めて重要な第一歩になる。高齢

者が社会の一員として尊重され、支援を必要とする時には確実につながることができる、その

ような地域のあり方をともに目指すために、本提言に対するご理解と前向きなご検討をお願い

したい。 

 

 

 

 

 



２． 知立市の現状と課題 

 

（１）高齢単身世帯・身寄りのない方の増加 

終活に関して漠然とした不安を抱える高齢者が多い一方で、公的に気軽に相談できる窓口や体制が

整っておらず、対応が急がれる。 

 

 

（２）介護人材の不足と離職経験者の再活用の未整備 

介護職から一度離れた有資格者や経験者が再び現場で活躍できるよう、環境整備とインセンティブ

を伴う再就労支援策の構築が急務である。 

 

 

（３）買い物弱者への支援不足 

健康維持や社会参加を支える観点からも、生活必需品への安定的なアクセスを確保する新たな移

動・流通支援が不可欠である。 

 

 

（４）聴力低下による生活の質の低下 

聴力低下による孤立や認知症のリスクを低減するためにも、費用負担の軽減は喫緊の課題である。 

 

 

 

 

 



３． 提言事項 

 

【提言１】終活相談窓口の設置 

市民が安心して人生の終盤を迎えるため、法的・生活的課題に幅広く対応する「終活相談窓口」を

総合福祉センター等に設置する。相続・遺言・身元保証・死後事務・家財整理・孤独死対策など、個

別性の高い相談に対し、弁護士・司法書士・社会福祉士等の外部専門職と連携し、実効性ある支援を

行う。 

 

【提言２】介護人材「リスタート支援金制度」の創設 

市内の介護有資格者や離職経験者が再び現場に復帰することを促進するため、一定期間の継続勤務

後に支援金を支給する制度を創設する。市内介護事業所へのマッチング支援とあわせて、即戦力人材

の活用と定着を図る。 

 

【提言３】買い物弱者対策としての移動販売支援 

移動手段の制約を受けやすい高齢者に対し、民間スーパー等による移動販売車の導入を支援する。

地域の町内会や自治会、福祉団体と連携し、定期巡回の拠点づくりや住民周知を進め、安定した食

料・日用品の供給と見守り機能を強化する。 

 

【提言４】補聴器購入支援制度の創設 

加齢性難聴により孤立や認知機能低下が懸念される高齢者に向けて、市独自の補聴器購入補助制度

を創設する。医師の診断を条件に、所得制限を設けた上で 65歳以上の高齢者を対象に助成を行い、医

療機関・認定販売店と連携して適正かつ効果的な支援を推進する。 

 

４． まとめ 
 

本提言は、「介護される高齢者」だけでなく、「地域で支え合いながら自立を続ける高齢者」の視

点を重視し、早期支援・継続支援・地域連携を柱とした福祉政策の構築を目指すものである。行政・

地域・民間が一体となり、誰もが安心して老後を迎えられる持続可能な共生社会の実現に向けて、柔

軟かつ力強い制度設計をお願いしたい。 



＜政策提言書提出までの経緯＞  

年月日 内容  

令和６年 ９月 20日 取組テーマ選定①と管内巡視計画 

令和６年 10月 31日 管内巡視 高齢者・障がい者施設 

令和６年 12月 27日 取組テーマ選定②  

令和７年 1月 23日 先進地行政視察先選定 

令和７年 3月 12日 政策提言テーマ決定「高齢者福祉」 

令和７年 5月 10日 議会報告会タウンミーティングテーマ「高齢者福祉他」 

令和７年 5月 8日 先進地行政視察 東京都豊島区 

令和７年 5月 9日 先進地行政視察 東京都武蔵野市 

令和７年 6月 18日 政策提言作成検討会① 

令和７年 6月 24日 政策提言作成検討会② 

令和７年 7月 11日 政策提言書の最終確認 

令和７年 8月 2日 議会報告会タウンミーティングテーマ「政策提言 高齢者福祉」 

令和７年 8月 20日 政策提言書の市長への提出  

 

＜市民福祉委員会委員構成＞  

委 員 長  兼子  義信  
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委   員  柴田   勝  
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委   員  永田  起也 


